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1日 3 日



掩
、
レ

綽

固

市

セ

中

心

Y

す

る

生

座

力

消

食

ヵ

火

な

る

人

口

必

西

風

X

の
影
響
．
て
船
舶
の
出
入
に
不
―
便
＂
て
あ
る
。

桐

偽

地

府

に

囲

饒

さ

れ

、

旦

つ

両

港

の

地

理

的

位

置

に

も

大

な

る

径

庭

水

あ

る

’

清

水

は

直

埒

背

後

に

高

の

首

都

静

岡

市

を

か

し

る

，

も

然

的

條

件

の

差

異

に

次

い

で

、

者

li
碕

野

川

―r
洸

ら

岸
t
6

利

用

、

レ

ヒ

河

っ

港

で

あ

り

河

水

の

女
IAr
、
っ
す
＇
工
砂
＞

l

冬

含

の

卓

k
t
 

そ

、

し

て

前

者

が

―

―

ー

保

砂

嘩

に

抱

か

れ

た

風

油

穏

や

か

な

天

然

の

衷

港

な

る

に
反
、
レ

俊

、ぱ

渚

．

水

が

殺

河

冷

の

北

西

隅

沼

津

が

北

束

隅

に

あ

り

位

置

の

上

か

ら

し

て

も

針

疏

的

ず

あ

絞

呵

冴

内

の

、

代

表

的

南

港

いJ

じ

て

の

清

水

Y

沼

津

y

の

簡

単

な

比

較

で

あ

る

・

こ

の

一
港

2

清

水

港

X

沼

津

港

盈`

J
日

追

ク
て

立

i, 

詔

和

九

年

十

月

六

日

昭

和

九

立

ヰ

度

談

話

會

報

告

（

第

三

回

）

越

後

に

於

け

る

出

恙

の

地

理

的

要

因

に

就

て

'

理

論

叢

に

疫

合

の

豫

，

足

要

J
曰

山 土

ロ
田

平
~

四

郎＇

英

夫
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碓
~l 

゜
3

南

洋

乱

察

談

漉

水

貞

の

高

峡

性

が

{

ホ

洪

地

方

X

の

貨

物

販

51
の

中

縫

地

y

し

て

沼

連

を

存

立

さ

せ

て

ゐ

る

偵

向

が

顛

及

び

伊

豆

半

島

の

危

物

で

｀

之

は

京

決

地

方

に

鍼

道

で

蛤

送

さ

れ

る

つ

ま

り

伊

豆

半

鳥

f

が

り

伊

豆

半

島

西

痒

に

向

け

媛

道

に

よ

ク

て

輸

送

立

れ

た

も

の

で

あ

り

、

そ

の

移

入

品

は

魚

直

埒

付

後

の

地

特

の

座

す

る

怠

産

物

ぐ

あ

る

．

之

に

反

｀

し

沼

津

の

移

出

品

は

鋭

ね

京

決

地

方

域

た

る

辞

岡

蒋

の

伺

要

貨

杓

で

あ

り

船

移

出

品

の

尽

く

は

清

水

市

内

の

エ

煮

烈

品

乃

至

ば

の

背

域

に

佑

つ

て

存

立

す

る

．

そ

の

翰

移

入

品

の

息

く

は

渚

水

市

の

エ

集

原

料

品

乃

至

ば

升

型

式

は

最

も

着

る

、

レ

ぃ

約

照

を

示

、

し

て

ゐ

る

一

概

に

云

へ

ば

清

水

の

内

外

貿

易

は

に
サ

の

諸

港

P

の

間

に

結

ば

れ

て

ゐ

る

に

す

ぎ

な

い

最

後

に

両

港

を

中

心

迷
ゞ
て
あ
る
・

y
す

る

貨

物

運

翰

の

外

園

彼

易

に

従

争

辻

ざ

る

の

み

ら

ず

、

そ

の

航

路

は

殆

ん

て

す

べ

て

伊

豆

半

烏

も

到

本

清

水

に

及

ば

ざ

る

の

み

な

ら

ず

、

ゾ

く

の

水

上

運

鍮

の

側

か

ら

見

る

ビ

純

然

た

る

地

す

沼

津

11

貨

易

港

Y

レ`そ
の
束
南
オ

一
特
＇

U

山
が
ち
な
伊
豆
半
集
叫
を
結
，
り
、
し

て

度

く

海

外

並

に

水

邦

各

地

方

x
航

路

に

よ
っ

て

逹

絡

さ

れ

背

以

の

生

産

力

も

消

食

力

て

ゐ

る

然

る

に

-2-



民
，
t
が

lj

其

の

溝

造

は

日

水

の

神

杜

ム

と

云

ふ

共

進

舎

の

や

き

も

の

が

年

に

I之

4以

11
四

十

セ

ン

ト

｀

土

人

は

十

五

セ

ン

ト

の

入

場

料

を

y
ら

れ

る

・

回

但

、

＞

干

水

が

な

い

’

壁

は

全

部

竹

．

屋

根

ば

半

月

間

夜

閉

に

開

か

れ

る

．

改

人

臼

水

人

は

定

期

市

南

業

を

脱

、し

て

ゐ

な

い

・

マ

カ

ッ

サ

ル

の

や

き

大

き

4
9

打

で

は

ベ

ッ

サ

ー

ル

マ
ラ

土

人

の

部

洛

で

注

急

す

べ

さ

内

．

八

ッ

サ

ー

ル

y

い

ふ

市

場

の

あ

る

争

で

あ

る

．

即

ち

彼

等

る
，

道

路

を

追

る

争

は

オ

ラ

ン

ダ

人

の

植

氏

政

策

の

そ

て,,

食

に

立

派

な

逍

略

が

出

来

て

ゐ

台

人

臼

水

人

は

竜

燈

を

佼

小

が

土

人

ば

ラ

ン

。

フ

を

用

ひ

る

。

左

手

を

不

浮

な

も

の

Y

、レ、

目

上

に

針

、し

て

は

左

手

を

出

｀

し

た

り

、

物

を

受

け

た

リ

、

し

な

い

．

上

人

は

合

物

を

指

＂

て

掴

ん

ゼ

喰

べ

る

。

破

笑
7
1
1

巴

十

咲

あ

れ

ば

生

活

出

氷

る

。

彼

等

は

冠?,"
勃テ南

Ii 洋

タの

1 土

バ‘人．． 

ン

x
―
で
ひ
、

布

を

巻

く

鼻

々

ぱ

サ

6

ン

X

云

ヽ

ふ

も

の

ど

牌

u
巷

い

て

ゐ

る

c

の

赤

＇

坊

の

色

は

日

水

人

と

変

り

は

な

い

が

昭

和

九

年

夏

の

ジ

ャ

ヴ

―-
8
神

ナ

出

帆

、

齢

を

Y

る

に

従

つ

て

黒

く

な

る

．

ャ

ヴ

ァ

逍

が

居

り

、

程

々

の

媛

傭

行

緩

を

科

る

に

使

利

ぐ

あ

ク

た

七

月

廿

マ

カ

ッ

サ

ル

を

経

て

ジ

ャ

ヴ

ァ

ァ

視

察

旅

行

の

お

詰

で

あ

る

・

に

向

ク

た

ポ

ヽ

同

船

危

中

に

ジ

-3-



＋
 

1. 

月

十

曰

和

闇

人

薩
磨
子
大
喝
に
於
け
る
社
藩

（

第

匹

回

柳
子
の
績
ず
昔

'
v
•

系

園

の

杓

り

此

の

河

で

土

人

み

な

ら

ず

他

.

牛

車

・

含

輯

卓

等

ぐ

あ

る

。
榮

盛

、

し

て

ゐ

る

。

の

桂

民

政

策

の

巧

智

は

、

土

人

の

独

立

力

を

失

は

せ

た

の

牧

に

就

て

、

ン

I
i
a
水
の
向
ヽ
象
を
云
ひ
ヽ

サ

マ

う

ン

グ

ば

ジ

ャ

ヴ

ァ

に

於

け

る

支

那

尚

人

の

根

媒

地

X

云

は

れ

る

．

ト

コ

す

る

に

は

摘

穏

を

行

ふ

。

稲

は

年

中

い

ク

で

も

槌

え

付

け

ら

れ

Jゞ

ス~

れ
ば
ス
ー
プ
ベ

ヤ

の

の

中

央

に

は

河

村

流

れ

住
｀
咤
ば
｀
八

の

町

で

も

い

ヽ

る

形

式

を

ど

る

次

に

ス

ラ

バ

ヤ

の

町

ぞ

注

念

す

べ

き

は

も

ゐ

な

い

．

]
れ
は
向
致
の
影
響
＂
て
あ
る

に
椰
子
、

,-:、

あ

る

ゞ

ナ

ー

カ

従

て

ン

か

泉

落

；

心

普

通

散

村

で

あ

る

が

x
云

は

ロ

ー

式

て

す

る

。

ば

マ

ン

―" プ~

,f 

'l:'. 

云

ひ

港

・

尚

業

街

・

兼

手

ィ袋

゜

~
ノ
ヤ
、

‘
、
‘
、

に

よ

り

異

り

、

収
複

ス

ラ

ベ

ヤ

の

交

通

概

間

は

日

数

田

水

浴

を

す

る

・

成

表

の

大

さ

が

各

田

れ
る
。
（
久
責
記
者
）

住
宅
街

)
J
~
序

よ

く

並

が

、

町

交

逸

概

閲

枯

馬

車

、

象

畜

は

約

下

で

飼

？

ベ

ス

が

盛

で

あ

る

。

水

牛

が

多

く

肪
ぶ
少
、
レ

海

岩

＇

は

集

村

で

あ

る

，

象

の

周

囲

こ

は

-4-



住

宅

枚

を

あ

ら

は

す

も

の

＂

て

居
住
命
度

>
J
~

性

質

が

異

人
。

免

度

ラ
イ
デ
ン
の
活
、
＆
）
や
文
＆
ゞ
4
&
8
4
a
4
~
s
、
a
z、
さ
‘
匁V
ぶ
↑
心
さ
、
さ
ぷ
‘
尽
｀
入

2
8各
；
‘
含
‘
心
ヽ
＼
ぶ
ぶ
炉
心
2
8
心
心
ゃ
§
＼
念
さ
や
し
L

芍
ぶ
｀
心
ぷ
＆
忍
さ
ヽ
＆

H
心

tぃ
・
岱
ぶ
＼
え
食
ぶ
L

心
さ
岱
芯
C

ら
‘
岱
心
ぶ
｀
（

P

苓
L
．
淀
涵
、

，苓．
2

ミ
ヘ
・
ミ
2

f

)

の

紹

介

セ

兼

ね

、

閉

保

に

つ

き

去

よ

祭

せ

る

も

の

て

あ

る

"

象

歴

忠

度

、

既
に
地
理
学
評
絵
弟
＇
キ
ハ
巻

、
第

十

ク

の

範

例

ビ

、

し

て

拳

げ

得

る

も

の

な

る

故

、

の
デ
、
あ
る
。

を

そ

の

面

積

で

徐

ヽ

し

た

も

の

ぐ

、

象

侵

硲

度

は

共

に

破

に

よ

れ

ば

居

住

令

度

y

は

一

走

面

積

内

の

人

口

数

、

今

侵

数

ク

て

居

る

。

此
の
占
六
従
永
翠
言
｀

硲

度

の

分

析

て

あ

る

。

一

走

面

積

内

に

於

け

る

一

各

屋

平

均

居

今

、

三

の

注

急

す

べ

き

彼

の

牲

徴

を

晃

る

F

光

づ

第

1で

V
D
=
H
'
D
・
W
D
 .!..--o
る

人

ロ

て
紹
介
、
し
た

...t. 

,~ 

，

ヘ

ロ

忍

度

の

表

現

オ

法

に

観

点

を

置

い

に

よ

り

{

通

り

の

紹

介

ぱ

ぁ

る

次

‘

見

様

に

よ

り

て

は

呉

伸

的

に

我

々

が

人

P

地

園

作

校

の

一

号

に

松

井

勇

久

特

に

人

ロ
船
食
、

、ぷ‘

ぃ
岱
ゃ
さ
芯
に

居

住

必

度

の

者

の

2、

フ

イ

デ

ン

の

人

口

要

旨

追

つ

て

地

理

論

叢

＇

に

発

表

の

豫

定

I之

就‘

て

大

禍

&‘さ`
英

男

-5 -



は

確

に

3

ク
リ
ス
。
ヘ
ン
ド
ル
フ
の
エ

一

の

進

歩

て

あ

る

X

思
ふ
。

免

に

角

人

素

の

令

布

に

枕

て

名

條

銹？

D

念

度

を

又

令

栢

，

し

て

行

つ

て

次

第

に

成

然

ヒ

る

恐

に

還

元

＇

し

て

行

ク

た

の

て

行

く

は

面

土

択

的

な

介

布

が

全

然

没

却

さ

れ

る

か

ら

て

あ

る

。

ヽ

z
 

ト↓

・ら

は

名

度

待

は

面

積

的

な

も

の

ぞ

あ

っ

て

、

虞
狭
積
々

を

求

め

て

居

た

の

に

約

、し

遥

か

に

勝

れ

呵

故

床

態

が

堆

象

出

来

る

。

従

未

佐

度

等

に

於

て

璽

＇

な

る

町

村

数

か

、

り

、

し

て

そ

の

頻

度

忠
度

Y

比
較
、
レ

後

の
4
 

)

人

口

の

荀

都

的

に

集

積

・レ

て

居

る

直

を

求

め

て

居

る

＇ 

一

芭

に

つ

き

そ

れ

ぞ

れ

そ

の

4

従

ク

て

ジ人

J:: 

の

念

度

階

級

を

人

口

必

度

中

｀

の

面

積

を

含

む

人

今

ち

て

平

均

人

ロ

必

度

と

、

ロ
必
度
階
級
を
合
＇
し
た
人

ニ

者

の

も

の

が

百

ー

ニ

る

位

ビ

こ

れ

は

、

て
全
休
の
准
盛

~
K
C
行
ク

た

す

法

Y

思

ば

れ

る

．

に

相

混

ず

る

も

の

を

数

の

み

に

文

兇

＜
さ
、
ぷ

‘$gAs＆
ド

ミ

b
.
y
名

付

け

次

に

彼

は

、

的

な

食

二

圏

か

ら

出

，た

も

の

で

は

な

い

か

ど

汚

H
良

心

さ

等

の

居

往

住

磨

と

は

異

る

訳

、

更
に

へ
ら
’
れ
る

り

ヽ
）
れ

V
D
.
 の

S
o
%

V
3
‘
[
 

0

飴

度

値

を

S
r
;
i＄
も

心

2
<
D
Y
な

、し‘

に

よ

ク

て

、

え

づ

平

均

人

又

面

積

的

に

最

4
卓

越

す

る

゜

V
D
 1
1
H
D
.
w
3
な

る

公

式

、

を

成

立

↓

ー

す

為

の

の

使

宜

-&-



あ

る

が

、

・ヽり

限

ら

れ

た

土

地

に

糾

地

を

増

す

争

は

出

来

な

い

。

か

や

う

な

争

が

経

済

上

う

供

の

は

．

砂

局

台

川

の

流

痰

の

谷

が

杖

い

争

、

に

基

く

の

で

あ

ら

｀

？

＾

＂

さ

な

プ

ア

ン

ヽ

其
庭
に
は
川

を

拳

げ

る

争

が

出

未

る

昔
は
五
十
人
位
っ
象
が
あ
っ
た
＇
り
＇
し
い

e

折

る

大

森

族

が

生

じ

た

＿
―
[
島
（
木
谷

一
九
人

ノ＼

人

遠
山

（
御
合
衣

シ
ュ
ミ
ッ
ト

表

頗

・

御

紆

衣

~ 
人~

山

下

三

四

九

九

．

（
表
濃
）

大

渇

（

衰

稜

）

::::. 

人゚

牧

＇

等

の

教

は

所

謂

大

歎

族

の

部

烙

て

あ

る

＇

現

在

大

な

る

も

の

は

を

み

て

11
別

に

大

各

族

で

は

な

い

が

台

川

村

の

中

ぞ

土
地
の
人
が
中
＇
切

X

―
呼
ぶ
平
瀬

色

川

村

の

．

仁

数

は

四

五

四

＃

人

口

要
旨

2. 

飛

騨

の
合
川
＇

地

理

絵

叢

第

六

輯

参

照

1. 

の

経

済

地

理

に

就

て

十

一

月

二

十

四

曰

要
旨

地

埓

（
第
―
土
回

、一

鵡

和

九

年

十

月

号

＇

ー

十

年

六

月

号

参

照

戸

営

り

平

均

人

数

ば

七

人

で

、

島

之

之
れ

夫．

別

該

蔦

彦

-7-



あ
る
。

＇ゞ

土

人

は

カ

ヌ

ー

を

用

ひ

て

女

逸

す

る

｀

発

展

の

最

初

の

地

で

、

浩
岸
よ
り

河
を
少
、
レ
上

流

域

に

は

猿

が

多

く

棲

で

ゐ

る

c

ク

た

所

に

あ

る

e

ク

ビ

ヤ

よ

リ

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

を

経

て

バ

ト

。

ハ

Jヽ

-l上
杢
、
し
た

e

1

9

 

マ
レ
ー
半
島

前

回

の

南

洋

視

象

談

の

ク

＼

き

Y

1
痢

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

J

の

河

に

沿

ふ

て

水

田

が

此

の

地

は

日

水

人

南

方

3. 

瞥

魂

水

貞

辛

で

あ

る

。

（
欠
素

記
者

ヽ

の
ぶ
居
る
＇
り
・
レ
い
。

特

に

興

味

を

ひ

い

た

の

は

天

地

乾

元

宮

邁

り

<

、

又

便

所

が

犬

疫

虞

し‘

一

階

の

天

升

は

竹

を

以

て

迫

っ

て

あ

る

．

長

男

一

武

511

一

階

に

庄

、レ

一
縦

象

厘

に

就

ニ

淡

即

ち

三

壻

は

他

の

も

て

云

ふ

Y

‘

一
階

一

喝

が

あ

り

、

此

れ

寿

は

盛

に

利

用

さ

れ
る
。

る な

ら

ず

男

が

女

の

許

c
逍

ふ

の

で

あ

る

。

そ

の

向

に

出

朱

た

ナ

映

は

舟

の

手

詐

＇

で

育

て

ら

れ

脩

俎

間

保

て

は

表

男

以

外

は

法

律

上

の

結

婚

を

せ

ず

内

緑

肉

倦

を

始

び

、

め
、

而

も

令

象

を

俵

ず

る

争

と

な

ク

た

而

も

亦

出

、格
も
＇
し
な
か
っ
た
。

等

に

夫

々

財

産

其

他

を

分

配

す

る

争

を

示

可

往

な

，

ヮ

じ

め

而

も

一

結

に

は

長

男

の

み

に

、

み

骨

を

相

喰

せ

、

し

-s-



て

す

れ

ば

全

邸

中

川

崎

、

尼

ヶ

崎

の

両

大

工

業

祁

市

に

砲

額

に

於

て

他

の

人

更

に
人

cフ

小

都

市

ず

あ

る

が

、

逗

、

代

的

の

工

業

殊

に

綿

毛

繊

雌

工

業

の

忍

激

な

初

興

に

よ

り

、

其

生

座

みと

山

俎亘

士

4
大
垣
市
を
中
心

一
周
す
る
．

ダ

ン

績

山

は

地

即

ち

足

オ

を

切

毎

朝

株

取

す

る

．

ど
す
る
繊
維
工
業
の
立
地
論
的
研
究

西

塘

の

底

地

蛉

中

地

域

に

城

下

町

Y

・

レ

て

発

達

せ

る

大

垣

市

11
人

口

約

四

篤

の

助

た

る

0

十

篤

以

上

の
郡
市
を
凌
駕
，
レ
、

一

人

常

リ

の

工

産

額

を

以

丑

ぎ

笑

に

第

三

位

の

栄

冠

を

義

ち

田

中

秀

作

極

く
少

‘
,
0
 

し`

叩

近

に

は

有

名

な

締

ー

乱

洞

が

あ

り

又

錫

が

盛

に

産

出

せ

ら

れ

る

，

聯
邦
苔
府
ク
ウ
ラ
｀
ル
ム
ァ

Iv

に

就

て

支

那

人

が

断

然

ク

タ

い

一
姿
等
品

一
等
品
玲
バ
こ
澄
別
．
さ
れ
る

シJ

ゴ

ム

に

就

て

。

ゴ

ム

の

水

は

四

年

南

で

坊

り

下

げ

る

初

は

紐

度

に

輸

出

し

た

が

、

最

近

は

日

水

に

も

輸

出

す

る

鐵

鍼

に

就

て

。

象

屋

に

就

て

。

ス

ル

メ

ジ

ャ

ヴ

ァ

y
同

じ

で

あ

る

が

（
文
責
詑
者
）

臼

本

人

の

小

骨

枚

も

あ

る

が

ク

て

ゐ

る

｀

っ

ち

に

他

オ

は

向

復

す

る

の

で

あ

る

．

十

質

に

よ

IJ

年

向

で

水

下

百

米

迫

堀

れ

る

だ

ら

｀

？

と

云

ば

れ

て

ゐ

る

。

千

水

が

あ

る

｀
 

、9

―
ゞ

ヤ

最

―q -



択

易

の

妖

態

を

把

極

す

る

オ

法

x
、し

に

終

つ

て

ゐ

る
商

業

池

商

素

地

理

李

の

着

害

は

多

い

か

5
.
 

プ

、

統

計

を

伐

用

す

る

オ

法

、

台

然

環

境

即

ち

犬

吟

併

｀

し

尚

棠

に

於

て

最

も

重

大

な

肉

題

＇

ば

貿

易

で

あ

る

。

尚

京

に

蝸

れ

る

庭

少

く

、

又

稀

れ

て

も

あ

品

挫

テ

約

説

明

理

差
J

の

問

題

喀

JIJ 

姜ウ

造

邦

有

数

の

近

代

的

工

業

都

市

に

輯

伶

せ

、

し

め

た

の

＂

て

あ

る

。

約

技

街

的

和

郡

を

有

せ

ざ

る

地

域

を

紙

維

工

業

・

肉

低

の

八

工

場

ェ

素

政

悔

{

の

ヒ

を

拳

げ

る

r
)
)
J

!!, 
~
 
禾

る

斯

く

の

や

き

好

地

理

的

環

境

が

従

来

河

等

偽

統 叩

人

烏

的

大

に

、

し

て

地

償

屈

め

て

潅

心

な

ら

工

場

用

地

内

水

隆

交

通

の

至

伐

⑤

京

阪

神

、

名

古

昼

両

給

④
虞

ヽ

て

ゐ

る

。

,^o 

現

下

戎

園

内

外

の

成

勢

け

絨

怨

工

業

の

経

営

を

益

々

尖

鋭

化

せ

、レ
め
、

合

社

の

噌

錘

又

は

工

場

の

噌

設

、

即

ち

犬

垣

の

紙

瑶

工

業

立

地

因

子

を

芍

象

す

る

に

｀

の

水

量

豊

噂

に

、

し

て

も

質

な

る

軟

水

を

台

噴

せ

、

し

む

る

西

還

若

有

の

堀

抜

升

p‘

工

焦

地

帯

の

勢

力

酌

の

特

銅

面

に

生

ず

る

峙

有

な

る

両

痣

的

工

業

都

市

的

位

直

、

峨

工

約

一

篤

を

塙

す

る

本

①

洛

度

②

晋

窟

な

る

水

力

竜

氣

の

朕

理

的

砥

算

の

上

に

基

礎

グ

け

ら

れ

ざ

る

を

得

ざ

る

に

至

ク

た

。

此

合

理

的

採

算

の

基

礎

條

件

さ

て

は

危

険

今

散

の

島

の

多

角

経

営

善

寸

は

皆

よ

リ

深

き

合 各

紡

績

--,o-



料

酋

明

ゥ

被

易

ド

支

訊

的

―

J

あ

る

争

を

知

る

、

る
＂
蛤
出

lit

て

、

貨

易

の

方

向

lei
贄

本

主

義

国

又

独

占

化

の

傾

向

も

現

は

れ

る

。

即
品
？
が

非

菊

木

主

若

幽

、

昔

逍

の

言

葉

て

―

こ

へ

ば

其

他

の

国

11-，
久
針
の
現
象
を

Y

る
c

工

業

固

V
]

魚

工
業
化
、
し

翰

入

は

非

工

業

化

す

る

．

従

義

の

発

達

せ

ざ

る

⑳

に

分

け

る

Y

せ

界

役

易

線

頷

に

於

合

は

こ

の

反

街

y

な
る
．

又

國

々

を

、

い

沓

本

主

義

園

、

i

新
資
本
主
沿
ぶ
呵

て

祈

食

水

主

差

へ

固

は

支

訊

的

い

て

あ

国

資

本

主

'<'. 

多
い
群

y

に
入
n
け

ら

れ

る

e

而

｀

レ

て

莉

浩

ば

後

者

に

比

｀

し

て

紐

め

て

少

＞

。

粕

出

の

場

の

三

つ

に

分

け

ら

れ

る

。

ヵヽ

く

て

せ

界

貿

易

を

み

る

Y

、

輸

入

に

於

て

｀

完

成

品

の

少

ぃ

群

到

易

品

は

固

廃

統

計

に

城

て

大

別

・

し

て

日

食

料

品

貿

易

を

支

醗

す

る

も

の

は

国

際

的

入

刀

来

か

ら

有

魚

相

逍

ず

る

争

で

あ

る

。

斯

る

方

の

・

飲

料

品

、

白

原

料

品

回
、
死
威
品

扱

ヘ
は‘•

地

理

的

て＇

な
＼ヽ

かヽ

も

や？

れ／

な

‘ヽ
りヽ‘
ヽ

一

魯

向

態

松

朗

暁

に

な

る

X
考

へ

る

と

未

ぬ

．

従

て

倒

易

を

支

祝

す

ろ

原

理

は

利

渕

の

追

求

ぐ

あ

る

斯

る

見

方

か

ら

貨

易

統

計

ヒ

而

、

し

て

現

在

の

貨

易

を

支

就

す

る

直

接

的

な

原

理

は

資

水

主

表

か

ら

離

れ

て

条

へ

る

争

は

出

背

後

に

あ

る

も

の

は

．

台

然

的

環

境

が

相

凜

ヽ

し

従

て

登

済

彩

息

が

異

る

y

-

P

ふ

争

で

あ

る

。

オ社

池

種

々

の

地

理

的

地

将

に

依

る

方

法

等

水

あ

る

。

を

単

元

y

す

る

方

法

｀

海

洋

的

把

授

の

方

法

即

ち

大

陸

Y

大

吟

痢

の

貨

易

を

み

る

方

法

｀

且

--11 --



も

今

迫

X

は

異

り

‘̀‘ 

あ

る

＊ゞ

ヵ

0

土
地
も
肥
沃
・
ク
、
レ
<
、

氏也

級

等

は

水

ぷ

足

の

た

め

遊

牧

生

活

を

な

＇

し

て

ゐ

る

。

此

蕗

人

の

馬

車

ゞ

て

行

ク

た

。

）

の

沿

道

附

返

は

ス

テ

ッ

ヂ

や

も

様

の

地

オ

い

て

、

裳

古

人

の

部

痣

三

河

地

方

へ

ハ

イ

ラ

ル

か

ら

行

く

に

は

冬

期

は

自

動

車

が

有

る

が

疫

期

は

無

い

。

落

が

あ

り

倦

北

嗚

鐵

道

の

沿

線

に

は

色

糸

慮

人

氷

居

住

、

し

又
、

此

の

徐

さ

せ

て

方

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

ど

云

ふ

争

で

あ

ク

た

一

河

川

の

流

域

地

オ

を

云

ふ

の

で

あ

る

一

河

地

オ

y
1
1
渕

洲

の

コ
D

ソ

バ

イ

ル

北

輿

，
t
七

省

て

喀

拉

布

河

今

復

渦

洲

患

業

移

氏

詞

杏

―

の

愚

6. 

河

地

方

主

義

の

極

め

て

発

達

、

レ

た

一
群
が
、

三

河

地

オ

を

旅

行

さ

れ

立
粕
な
農
業
を
経
営
＇
し
て
ゐ
る
，

下

水

も

あ

ク

に

。

に

於

る

露

人

の

生

、ニ
入口

一

河

地

方

に

は

灌

山

の

都

得
商
布
痢
河
ヽ

此

庭

を

旅

行

、

し

て

特

に

感

、

じ

た

争

は

日

水

の

息

業

移

民

を

発

達

i‘

と

る

為

に

11
栗

温

を

肉

三

河

地

方

に

入

る

の

地

方

の

應

人

た

峙

の

視

察

談

で

あ

る

田

ひ

か

へ

れ

ば

、

象

内

工

業

・

手

工

業

11
常

に

圧

迫

さ

れ

て

ゐ

る

争

が

判

る

。

中
（
父
去
只

の

村

の

Y
 

そ
こ
ず
｀

根

河

の

然

ら

ざ

る

園

を

経

制

的

に

市

場

化

、

し

て

居

る

。

更

濤
苗
千

記
者
）

に
全
Cl

-12-



叶

駒

に

就

て

ば

ハ
ン

テ
ン

卜

ン

及

ダ‘

ン

力

ン

移

動

氏

族

の

移

動

Y

峨

應

は

槌

条

地

理

の

中

の

重

要

な

内

題

の

吃

民
族

の

(
H
.
C
T
.
0
‘
‘
叉
¥
さ
）

は

凡

そ

ル

ネ

で

あ

る

先

グ

民

族

移

動

の

Y
 
峨
應
I之

就‘

て

林

小

，

り

粒

ぶ

科

ら

れ

る

争

に

原

困

・

し

て

ゐ

る

の

ゼ

は

な

い

か

＞
―
思
ふ

c

田

中

秀

（
父
素

患

人

が

河
地
方
に
｀
足
住
す
る

に
至

ク

ャ之

の

ば

結

局

水

を

埓

易

い

争

X

一

ば

小

参

粉

懇

造

の

村

で

あ

る

・

一

河

地

才

に

は

多

く

の

村

ぶ

あ

る

が

、

一
つ
に
分
頗
出
，
未

a

入

れ

て

飼

科

を

刈

る

の

ゼ

あ

る

。

グ

ー

ス

に

杏

ね

監

督

さ

せ

て

放

牧

す

る

。

冬
期
1
1
労

力

過

剌

を

さ

け

る

烏

仕
切
に
忠
：

g
を

疫

の

析

作

に

は

非

常

な

労

力

を

専

｀

し

そ

れ

て

象

畜

は

ッ
ン

思

襟

形

態

は

、

統
、
り
、
レ

、

台

給

台

足

）

、

ナ

侠

迫

耕

作

に

従

争

す

る

c

一
は
乾
韮
＇
‘

又
日
常
の
・
副
食
物
を
栽
培
、
＞
て
ゐ
る

，

は

表

集

中

咄

C

は

な

く

牧

合

を

重

ん

い

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

は

森

林

ピ

い

ふ

状

態

に

な

ク

て
ゐ
る
．

小
券
タ

・
燕

本

・

そ

ば

等

を

、

作

つ

て

ゐ

る

村

を

中

心

)

し

ッ

寸

ン

ス

を

ィ乍

記

者

）

附

近

の

命

-
l
t
小

参

(

象

の

す

ぐ

周

国

に

11
柳

の

垣

を

併

・レ
彼
等

其

の
周

R

に

放

牧

地

、
・
名
の
外
測
ば
牧
頑
迷
、
そ
の
外
刷
玉
絣
地
、
そ
の
外
例

-,,-



な

る

も

の

が

之

に

次

ぐ

の

で

あ

る

か

族

も

環

境

に

は

内

偉

少

な

く

概

＇レ
て

心

理

的

の

要

素

が

程

＜

慟

く

も

の

て

あ

る

中

向

氏

族

が

環

境

に

支

配

せ

ら

れ

る

、）

ど

が

多

く

梢

劣

等

管
せ
ら
れ
る
、
）

Y

氷
少
な
く
、

禽
ろ
反
射
に
環
境
を
台
＇
り

の

人

的

専

素

y

、し

て

ば

氏

族

の

素

債

が

重

さ

を

な

、

し

候

の

特

異

性

、

る
を
考
、
レ

、

登
夜
？
表
短
‘

侵

令

ゑ

族

は

環

境

に

影

に

過

應

辻

，し
め
る
・

又

最

劣

呼

武

変

化

に

索

む

か

畢

訊

な

る

か

芸

J

ぶ

故

如

形

よ

り

も

重

要

な

投

割

を

演

ず

る

。

の
そ
れ

y
娯

肱

す

②

氣

候

11
一

舷

的

の

氣

温

漁
度

天

（

K
．
さ
母
忍
）
に
よ
れ
ば
、

頻

似

呉

を

有

す

る

こ

と

例

へ

ば

山

水

の

訛

置

、

1-=. 

e
ヽ

，
 

ザ

ツ

ー

（

地

形

に

肉

＇

し

て

ば

移

住

地

が

故

如

の

胴

景

y

士

ら

れ

る

、）
y
が

緻

着

Y

な

っ

た

の

で

あ

る

。

ぱ

純

地

理

的

要

因

に

よ

る

j
X
が

多

い

的

欠

代

的

海
洋
的
、

一

呼

的

又

け

周

期

的

X

変
化
、
し
て
氷
た
。

排

他

的

、

近

埓

的

、

陸
億
ひ
約
‘

永

仕

的

な

る

界
Y
•

し
て
も
期

X

新
期
ピ
に
分
ち
前
者
を
民
族
大
移
動
期

y

な
ヽ
し
之
を
六
期
に
細
分

、し
、

巷

を

国

除

的

杉

住

期

ど

柄

、

し

て

ゐ

る

が

、

遠

開

的

、

に
反
、
し
、

の
に
街
、
レ
｀

而
、
し
て
茄
削
者

後
希

11
人

急

的

政

策

的

の

要

因

に

支

錠

次

に

頓

應

即

ち

伏

枚

の

氣

候

凪

土

喉

急

x
社

舎

的

欠

化

的

喉

應

と

を

包

桔

．

＞

て

方

座

す

る

森

林

の

形

態

等

が

昔

血

の

所

謂

地

理

舜

の

地

恒

吼

等

よ

り

も

新

期

の

小

群

又

ば

個

別

的

、

平

和

其

の

主

な

る

相

異

熙

は

古

朗

の

大

群

｀

的

．

辛

闇

的
唆

—— 1-4--



土

地

ゥ

乾

焼

せ

ぬ

場

所

セ

喜

ぶ

か

ら

で

あ

る

。

我

名

す

る

こ

X
？
ク
く
、

向

伊

勢

地

方

全

他

y

、

し

て

茶

の

生

産

が

多

い

参
)
絞
租

y
ほ

し

同

率

に

近

い

）

れ

ば

菜

種

の

性

貨

こ

し

て

冬

今

ヒ

曰

栽

培

登

か

豊

富

で

あ

り

戸

営

り

の

感

症

約

償

｀

格

も

多

い

。

(::.) 

~<. 

田

こ

れ

等

の

原

野

11
概

し

て

決

積

魯

よ

り

成

la
ぢ

地

ぐ

、

水

利

の

便

患

v
土
壌
も
，
衷
好
で
な
い
．

が

発

達

し

土

地

か

肉

柘

さ

れ

た

地

オ

で

は

あ

る

が

、

．

｀

し

か

も

尚

少

な

か

ら

ぬ

原

野

を

残

す

。

鈴

鹿

地

方

の

息

素

・

上

の
特
色
と
見
＇
ク

れ

る

も

の

ば

次

の

や

く

で

あ

る

曰

古

く

よ

り

農

5

業

ク

し

蛉

．毎

地

方

の

特

性

を

朗

．

か

に

、＞

よ

う

y
す

る

。

川

の

流

域

に

嘗

る

地

方

を

鈴

廃

地

方

y

じ

て

邑

別

、し、

の

衷

作

に

釆

穫

を

農
業
・
)
一
よ
り
大
小

一
地
成
を
比
軟
＇
し

先

グ

伊

勢

地

方

(
1
8

伊

牲

図

の

大

部

＾

n
）
た
，
る
地
域
を
設
定
、
レ

共

の

中

主

x
，
し
て
鈴
食

1

鈴

鹿

地

方

の

農

業

にこ

ク

し‘

て

阜
J

ヽ咲

井

4

昭

和

十

年

―

一

月

日

（
第
六
回

肉

仇

及

心

理

的

の

考

祟

の

必

要

な

る

を

哺

．

感

す

る

以

て

11
微

衣

的

に

説

胡

、

し

能

は

ざ

る

都

入

刀

が

多

く

之

に

は

民

族

の

素

質

X

環

境

Y

の

相

五

之

を

品

で

す

る

に

此

肉

趙

の

研

・

先

に

は

従

永

の

如

さ

阜

純

な

る

一

般

的

地

珪

的

固

令

の

み

を
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居

参

照

ヽ

鈴

鹿

地

方

は

之

を

行

政

的

に

見

ろ

X

、

に
あ
る
。

て、

一

地

形

圏

四

El

市

・

亀

山

津

久一

三

重

昴

河

毯

郡

・

鈴

鹿

郡

の

全

邦

及

び

三

重

郡

の

鈴

鹿

地

す

は

伊

年

～

地

4
4
の

農

業

上

の

核

咄

y

も

言

ふ

べ

き

地

位

要

す

る

に

伊

勢

地

方

の

展

業

上

の

好

色

を

最

も

明

瞭

に

か

の
は

水

田

、

山

林

、

桑

畑

の

ほ

ゞ

相

奇

、

し

く

分

布

す

る

立

峻

地

y
な

る

。

鈴

鹿

川

流

域

の

狭

表

な

水

田

地

滞

、

及

が

中

ノ

川

心

登

茂

川

の

lij
栢

す

る

内

邪

両

111
下

流

の

水

田

を

主

y
、
し
た
沖
積
―
平
野

の

各

蚕

及

び

茶

業

の

盛

ん

次

に

｀

）

の

地

方

を

農

業

を

主

y
し

て

細

分

す

れ

ば

今

8

オ
の
ニ
―
―
-

そ
れ
ぶ
茶
の
栽
培
に
菌
＇
し
、

％

鈴

鹿

地

方

の

四

陵

地

が

多

く

、

な
且
唆
地
‘

こ

の

鈴

廃

地

す

で

あ

ク

中

南

方

の

七

ヶ

村

を

含

む

。

ゞ
、

の

で

あ

る

カ

0

％
を
土
ぼ
す
る
，

の

唯

盛

に

共

ク

て

力

が

あ

る

・

大

峠

四

ま

た

明

沼

初

年

二

三

〈

陸

地

測

暑

郵

五

萬

令

之

こ

の

地

オ

は

そ

の

主

座

地

で

約

五

七

％

を

占

め

つ
の
氾
．
域
に

鈴

鹿

山

詭

東

方っ
高
度
に
備
へ

て

ゐ

る

別
れ
、

鈴

鹿

の

先

党

の

労

力

の

結

果

4

j

の

地

す

ば

排

水

よ

く

曰

射

の

強

い

グ

ロ

地

丘

中

ぞ

も

水

澤

村

は

伊

勢

地

ー lb-



発

唇

池

に

於

て

も

海

岸

の

み

r

て

輿

池

に

入

ら

ざ

る

も

の

＂

て

同

一

展

候

格

の

エ

ー

ゲ

海

又

は

泡
葬
億
ひ
に

又

島

か

ら

島

へ

X
道

み

街

洋

に

向

ふ

が

エ

プ

エ

植

民

疫

向

ニ
シ
ャ
．

．

．

 

ヒ

ン

タ

ー

ラ

ン

ド

を

有

せ

・

ゴ

試

み

に

凡

そ

左

の

や

く

六

っ

人

欠

的

に

11
民

族

性

順

應

性

人

9

的

堂

迫

移

植

氏

活

動

の

水

圏

か

ら

他

地

方

へ

発

展

す

ろ

オ

向

を

匂

然

的

に

は

水

園

の

位

置

、

環

境

i. 

型

ギ

リ

シ

ャ

型

ー

発

展

叱

の

巻

椀

抵

坑

等

セ

考

慮

・

し

て

今

翔

、

し

て

の

大

き

な

到

を

汚

へ

て

晃

た

る

欣

海

岸

叱

舟

の

武

族

が

．
鐵
・
尚
を
主
な
る
生
業
＇

Y

す

る

烏

1-::: 

就‘

¥, ¥ 

昭

和

十

年

五

月

四

a

（
第

巨l

昭

牙ロ

十

年

度

要

Ja

城

追

つ

て

此

理

給

叢

に

発

表

の

豫

、

足

3
 
,a 

下

町

1~ 

就

て

専

旨

追

ク

て

地

理

論

叢

g

発

表

の

録

走

プ、

2

矢

作

川

流

域

平

野

の

愚

券

5

地

理

四 ,Jヽ

中

秀

作

括
示

田

古
虎

村

水

連

邸

｀

-1'7-



る

' 五
、
イ

ギ

り

ス

型

．

島

国

に

本

土

を

有

、

レ

主

x
、レ

年

ク

た

・

ニ
ャ
型
．

後

年

性

逸

民

族

の

陸

海

両

方

面

犬

陸

の

息

科

柘

殖

に

も

成

功

，レ

て

ゐ

る

が

、
ヘ

徊

X

言

ク

て

も

古

未

英

人

の

生

命

11
藩

洋

に

在

て

海

上

に

南

素

交

通

を

以

／池

の

発

展

の

素

固

y
な
る
。

て

癸

展

、し
、

る

が

破

等

の

尚

困

ば

＇

活

岸

の

み

な

ら

ず

内

陛

涙

く

入

込

ん

で

至

る

庭

に

向

業

都

市

の

稀

盟

，

ご

北

す

の

海

洋

と

利

用

｀

レ

ハ

ン

ザ

の

南

人

X

、

し

て

浩

上

ヒ

雄

希

レ`
た
。

思

耕

的

肉

柘

を

以

て

盛

に

氏

族

的

発

唇

を

行

ク

た

ゲ

ル

マ

一

ヤ

人

は

仮

に

中

世

に

至

ク

て

Ii

四
、
ゲ
ル
マ

ゲ‘

）レ

マ
ニ

・ヤ

の

故

土

か

り

0

1
マ

の

領

域

へ

疸

牧

地

を

痕

｀

め

衷

料

地

を

征

股

、し

進

ん

ビ

欠

化

を

求

め

屯

ン

ゴ

ー

ル

ク

タ

ー

ル

型

威

力

を

以

て

よ

く

全

植

民

地

を

統

制

＇

し

た

殺

に

過

ぎ

ず

、

陸

上

有

｀

し

主

に

農

和

を

以

て

内

陸

へ

進

み

海

上

地

中

海

竿
7

を

囲

吟

す

る

形

ニ
、
0

ー

マ

型

．

水

峨

は

半

島

て

海

洋

に

息

ま

れ

て

ゐ

る

が

相

営

廣

ぃ

ヒ

ン

タ

ー

ラ

ン

ド

を

の

交

通

の

発

達

を

圏

り

虞

く

異

氣

候

埼

へ

進

出

＇

＞

に

x
な

る

の

で

中

央

の

内

陸

の

箪

原

地

府

に

発

祥

、

し

迷

牧

を

水

来

の

生

業

5
y
，レ
‘

つ

し

内

睦

的

に

発

展

＇

し

た

も

の

。

の

俵

入

や

中

改

束

吹

此

場

合

尚

業

を

主

Y

す

る

も

ヘ

へ

も

向

っ

た

が

之

Ii
．登

；

ク

封

岸

の

内

陸

肉

柘

の

手

--18-・ 



る
，

か

; リ

ッ

タ

ー

の

地

理

母

に

針

す

る

舒

共

の

大

わ

り

、

レ

争

It
槌
｀
し
も
認
め
る
所
＂
て
あ
る

ク

た

怠

て

T

力

あ

る
c

せ

れ

ば

な

ら

ぬ

。

で
芯`
0
ー

f
さ、

な

る

に

由

る

と

払

ハ

に

営

吟

の

せ

人

の

池

理

学

と

約

す

る

尊

数

ぱ

破

個

人

に

伐

ク

所

大

で

あ

彼

の

功

蟻

y
、

レ

て

光

グ

大

学

ヒ

初

め

て

地

理

争

の

講

座

を

も

ク

と

至

ク

た

争

が

あ

W
ら

れ

故

,~ 他

人

の

理

維

せ

、

し

所

を

禄

媛

x
、

し

て

リ

ッ

タ

ー

を

批

判

す

る

人

が

多

ら

ず

、

そ

の

緋

柑

は

邑

々

ず

あ

り

殆

て

一

致

を

見

ぬ

C

リ

ッ

タ

ー

研

兌

に

際

、

し

て

は

特

ピ

批

判

的

に

蛯

｀

各

の

説

を

吟

昧

之

は

彼

の

父

者

千

の

難

旋

に

，

し

て

多

表
に

も

拘

の

1-::: 

ク

い

て

連

べ

る

'

目

的

論

ヽ

人

困

中

心

破

に

於

る

水

質

的

な

向

趙

に

11
獨

れ

ず

唯

彼

の

功

績

2

リ
ッ
タ
ー

功
績

環
境
給
峙
、

の

野

閉

就‘

い

て

詳

説

の

要

も

あ

る

ま

い

。

晃

て

日

水

氏

族

が

政

洛

的

に

経

済

的

に

絶

え

ず

大

陸

)

海

洋

を

目

線

に

＇

レ

ク

し

未

た

面

へ

而

も

巽

な

る

各

積

の

氣

候

帯

へ

同

の

重

士

を

以

て
発
展
す
ろ
遅
命
＇
を
有
す
。

六

ニ

ッ

ポ

ソ

型

｀

大

陸

の

的

を

fr
す

引

島

を

痴

土

と

ヶ

｀

し

古

く

よ

り

大

珪

こ

郭 Y'. 

I-:: 

史

約

に

Y

浩
上
の
一
向
方

-1'1一



y
必

ず

、し
も

池

球

邦

令

の

曲

放

性

を

論

，

じ

｀

一

致

せ

ぬ

吾

J

セ
証
明
、
レ
、

垂

直

肢

節

・

に

初

め

て

令

ち

の

で

あ

る

・

令

水

界

が

山

藤

又

は

主

要

山

背

ヘ

の

積

極

的

奇

侯

)

‘

>

て

。

フ

ラ

ス

テ

ィ

ー

ク

の

研

、

免

水

拳

げ

ら

れ

る

の

ヂ

、

あ

ク

て

台

然

地

域

に

分

た

ん

ク
マ
•
今
ク
て
ゐ
る

的

に

信

せ

ら

れ

て

ゐ

た

誤

ま

れ

る

及

び

―

小

一

止

唾

な

る

観

念

を

打

破

＇

し

た

Y

'
レ

た

'

争

笑

彼

の

地

理

学
水
平
及
｀

絶

封

的

及

相

針

的

高

度

の

逼

別

を

な

す

等

営

峙

億

統

院

に

は

殆

て

プ

ラ

ス

テ

イ

ー

ク

の

み

に

よ

の

で

あ

る

た

従

ク

て

地

表

遥

令

も

人

烏

的

境

界

に

よ

ら

ず

尤
も
｀
笑

桑

が

有

義

的

な

由

聯

に

於

て

形

成

・

し

て

ゐ

る

咆

体

Y

、し

て

の

地

域

を

認

縦

す

る

次
に
破
は
従
来
但
~
批
判
的
に
踏
襲
さ
れ
て
ゐ
た
地
誌
を
脱
、
＞
て
、
地

表

を

硝

成

す

る

詰

要

に
努
力
＇
し

営

時

に

大

な

る

奇

興

を

な

し

た

y
考

へ

ら

れ

る

。

初

の

人

X
1
1
I.' 

ヘ

ぬ

が

，

死

全

な

る

資

料

の

危

集

に

よ

ク

で

、

他

書

か

ら

の

輯

含

の

多

か

ク

セ

は

．

妥

に

創

禍

を

さ

げ

て

褪

本

的

資

料

に

浣

っ

た

争

に

よ

る

の

で

あ

る

．

故

に

リ

ッ

タ

ー

は

最

げ

ら

れ

る

．
,!,-
ボT

し

ぎ

虻i
... ;. 
名心‘

の

父

又

は

ド

イ

ツ

の

ス

ト

ラ

ボ

x
呼

ば

れ

た

Bti

ク

た
。

の

功

績

次

に

彼

の

ア

フ

リ

カ

及

び

ア

ジ

ア

が

批

判

的

賛

料

を

巻

痰

ピ

＇

し

て

編

ま

れ

て

ゐ

る

争

が

あ

-20-



咋

の

や

く

載

然

と

劇

す

る

卑

11
出

糸

な

い

而
、
し
て
沖

，合

並

に

遠

洋

漁

業

に

於

て

11

勁

性

を

丹

て

る

争

グ

、

あ

る

。

尤

も

沿

岸

凛

共

に

於

て

は

陛

危

京

的

性

質

を

狩

び

る

が

生
産

患

業

而

も

洛

洋

漠

業

が

第

一

次

的

陛

喧

素

て

相

逢

す

る

呉

ぱ

そ

の

生

座

地

域

の

漠

然

性

Y

玲

威

y
e
の

租

豆

肉

作

水

陸

産

業

団

ど

緊

企

さ

を

示

、

し

て

居

な

い

か

り

で

あ

る

e

笙
可
あ
る
が

そ

れ

ば

生

房

物

Y

生

産

地

1. 

水

I'.:: 

六

月

八

a

に

譲

る

こ

ピ

石

の

珠

堀

技

術

の

発

俵

を

品

？

車

に

晃

考
察
~
す

に
於

3
 
先

史

時

代

に

於

け

ヽ

じ

た

。

（

第

三

⑲

る

歴

地

域

閉

す

の

問

題

水

危

京

の

主

要

｀

部

介

＞

）

構

成

す

る

海

洋

漁

素

地

域

に

於

て

11.

斯
る
地
域
的
遵
分
は
生
准
ご
芍
勤
上
照
念
涙
~
て
あ
る

e

る

脩

遠

洋

並

に

返

海

漠

業

史

域

山

掠

績

屯

金

せ

界

に

於

げ

る

総

巻

父

化

の

稚

足

由

姑

年

代

の

地

す

的

相

道

を

舟

祭

＇

し

、

通

崎 更

に

東

豆

け

る

銅

器

欠

化

の

発

生

地

x
其

の

兆

展

進

向

の

経

路

の

大

啓

を

W

現

在

の

銅

績

所

在

y
比
較

次

に

銅

の

採

績

技

術

g

先

貶

す

る

も

の

X

、

し

て

改

洲

に

於

け

る

新

石

巻

埓

代

の

避

水

論

x
な

る

銅

の

禄

欽

屯

金

は

時

間

の

都

合

で

他

日

條

忠

ー 21-



ひ

存

在

す

る

も

短

期

南

ぜ

あ

る

q

昇

な

い

ヽ

の

を
占
有
｀
し
、み

ら
ず
、

斯

く

て

刻

印

附

け

ら

れ

た

人

欠

現

象

そ

の

生

産

現

象

を

生

産

地

に

刹

印

す

る

争

ぱ

出

水

な

い

．

に

於

け

る

が

や

さ

人

父

泉

親

の

具

象

的

存

在

は

、

最

早

海

洋

漬

京

に

於

て

そ

の

果

積

的

具

象

ば
晃
＇
り
れ
ず
、

秒l

従

ク

て

地

表

従

ク

て

そ

の

姑

理

焼

的

現

象

の

分

布

の

や

き

も

、

海

洋

に

於

て

は

生

産

地

域

に

於

て

な

し

生

じ

碍

な

い

の

で

あ

る

。

之

に

労

働

を

加

ヘ

之

を

肉

拓

改

変

す

る

争

に

依

り

、

他

X

遥

別

す

る

利

益

を

又

生

産

地

域

の

変

容

異

質

化

に

佑

る

生

産

額

の

増

大

は

望

ま

れ

な

い

c

従
ク

て

浩

洋

の

一
部

断

の

や

く

を

洋

湊

素

地

域

の

漠

然

性

移

動

性

の

故

に

そ

の

生

径

ヵ

ば

営

と

を

足

d
ず

、

C
•
生
彦
オ
沌
の
変
化
に
悠
"
‘

生

産

地

咸

の

受

け

る

変

勃

ば

又

大

で

あ

る

。

生

在

地

、戌

の

台

然

的

環

境

の

変

化

並

に

喚

泊

漠

呉

の

改

衣

進

歩

、

漢

船

の

高

速

度

化

埠

、

そ

li) 

Ii 

',: 

思

オヽ

1-=. 

更

に

そ

の

移

動

性

に

至

大

の

肉

体

を

丹

つ

も

占

有

せ

る

争

は

海

洋

浄

業

兄

域

の

漠

然

性

を

助

長

己

、

し

め

ク

ヽ

あ

る

格

本

理

由

で

あ

＇ク、
7

何

等

法

現

的

制

限

を

受

け

な

い

自

由

生

桂

地

域

水

存

在

、レ

て

居

り

、

之

が

活

動

は

台

由

X

な

り

、

従

ク

て

生

産

地

域

ば

混

雑

を

来

す

に

至

る

c

斯

く

港

洋

湧

業

に

は

｀

又

虐

大

な

面

積

を

斯

る

生

産

地

域

の

漠

然

性

の

上

生

産

の

針

象

勅

た

る

魚

貝

顛

の

丹

ク

移

勤

性

て

あ

る

。

其

他

海

流

林

相

の

疫

化

等

、

-22-



、
一

j
•

う

Y

、レャ＇

-T 

て

4

、

ー
を
分
す
る
に
用
ひ
た
や
く

総

て

の

農

業

生

危

を

貨

幣

償

値

に

よ

ク

て

統

一
、
レ
、

そ

れ

等

の

急

業

地

府

を

分

け

る

に

は

ス

ツ

デ

ン

ス

キ

が

政

羅

巴

ロ

シ

ャ

或

ば

3. 

て

海

洋

湧

業

の

生

産

活

動

並

ビ

そ

れ

て
、
海
洋
澳
業
の
研
，
兌

Ii

相

針

粒

を

以

岐

阜

市

朝

永

腸

二

部

品
で
旨

章
吟
誠

追

ク

で

地

理

論

叢

に

発

表

の

録

、

足

2. 

Y
Jヶ‘

の、

オ

志

学

生

賀

信

丈

ク

に

至

る

化

を

も

合

せ

肴

へ

な

サ

れ

ば

な

ら

な

い

軒

く

て

海

洋

漠

業

に

は

研

、

兌

針

象

に

二

面

性

を

丹

條

・テ
ノ

に

漢

村

で

な

3

れ
吟
で
あ
る
。

に

rRl
す

る

地

理

考

的

現

象

の

分

布

の

如

き

は

、

一
方
海
威
の
調
杏
―

Y

共

近
郊
の
曲
底
業
地
池
市

先
グ
従
来
行
は
れ
て
未
た
恩
米
地
椅
の
種
々
の
逼
令
活
を
座
＂
へ
、

而
｀
し
て
岐
阜
市
近
苑
の

ア

メ

リ

カ

の

農

業

地

燐

を

杓

た

る

人

欠

景

観

の

呼

劇

的

変

化

並

に

そ

の

様

相

は

,~ 

他

オ

漁

港

並

に

漠

村

の

水

産

栄
渓

港

並

吾

人

の

硯

党

に

政

じ

得

な

い

’

従
ク

-23-



Z

も

ヽ少

＜
示＇し、

交

通

置

位

、

土

地

の

色

然

的

性

戒

｀

企

業

者

の

佃

人

的

争

情

が

考

へ

ら

れ

ば

な

斯

る

農

業

生

危

郡

門

の

餌

成

の

相

異

‘

展

求

経

管

型

に

作

用

す

る

要

因

X
'
し

て

は

府

に

於

て

も

そ

の

位

置

地

形

竿
4

L

l

よ
り

他

の

生

座

郵

門

の

組

成

に

は

桓

逢

あ

る

r
J
)
l
 
.,}J 

門

・

銃

系

生

産

郡

n
・

果

爽

生

産

邪

門

・

の

組

合

辻

に

ク

じ

て

述

べ

、

j
a
J
2し

経

餐

に

属

す

る

地

次
に
，
J
t
,
号

の

兄

帯

に

於

げ

る

養

蚕

部

内

工

桧

農

作

物

生

産

郡

門

・

食

用

農

作

物

生

産

部

二

，

ャ
r

参

作

地

帯

5
、

米

・

普

通

畑

作

抽

池

府

6
冬

・

普

逸

畑

作

物

地

戯

ャ

の

六

ク

の

此

帯

を

符

該

笞

地

帯

と

し

た

。

か
く
て
、

1
米

作

地

帯

、

2

参

作

地

帯

4‘

米

々

？

半

均

剃

合

を

振

り

そ

れ

を

境

x
．
し
て
上

下

1, こ

介

け

そ

れ

以

上

の

『

IJ

三

ク

を

)

り

‘、

農
底
業
池
帯
を
求
め
た
、

而

、

レ

て

地

帯

分

け

の

具
8

準

は

あ

の

息

歴

償

頷

の

文

し
」ピ―

全

槌

産

頷

に

占

む

る

昔

遠

畑

作

物

（

工

一
、
全
埴
落
額
に

・
食
・

J

琉

・

果

）

の

百

令

比

全

植

舟

―

額

に

占

む

る

米

の

償

額

の

百

令

比

、

0

市

町

村

を

含

む

地

域

を

株

り

、

、
し
て
、

統

計

は

昭

和

八

年

度

即

ち

、

岐

阜

市

を

中

心

y

、
し
て

占
む
る
冬
‘
？
償
＇
額
の
百
分

皐

位

け

市

町

村

を

用

ひ

．

の

も

の

を

史

々

3
．
普
逸
畑
作
地
希
｀

0

紅

の

半

径

を

以

て

描

い

た

四

内

に

大

伸

入

る

指
標
ピ 四
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風
（

I
V
E
 

の

時

に

於

ぃ

て
少
な
い

（
．
此
争

Ii
絵

々

風

の

猛

威

を

大

な

ら

｀

し

め

る

も

め

"

¥
J

あ

ヵ
3
_
1
朽

秒

米

、

雨

曼

十

年

困

平

均

干

七

百

七

十

粍

‘

そ

の

月

別

に

よ

る

y
峰

咽

月

は

卓

越

一
を
占
め
ク
・
、
居
る
a

平

行

な

る

砂

丘

群

X

の

存

在

を

紹

繹

せ

ん

、ワ

8
月

i

み
て
、

ヶ

E

に

於

け

る

風

力

7
ー

8
秒

米

s 
丘

1-:: 

栓

け

る

風

履

向

の

が

E
"て
あ

る

こ

x
、

乙
｀
し
ク
、

ヽ

を

表

示

し`、

S

E
の
風
の
点
＇
返
、

九

月

よ

り

8
ヶ

月

181
印

ち

四

月

i
で

グ

E

6

月

か

杉

成

に

椀

か

る

管

ヵ

i
風

2
．
一
痢
暑
―

‘

3

痢

流

並

び

に

沿

岩

流

Y

'
し
て

卓

越

し

て

十

項

目

を

柴

げ

、

次

に

考

象

X

、
し
て

11
砂

立

伐

竹

地

の

地

形

地

賃

の

概

貌

(2) 

み少

丘

y
、
し
た
も
の
で
あ
る
＂

免
グ

絹

草

滉

砂

丘

を

奉

げ

、

常
地
オ
に
玲
ら
＇
し
さ
形
態
、

に

垂

直

な

る

砂

立

群

X

此
庭

g

祐

ん

ど

固
，
足

の

途

上

に

あ

る

二

百

九

十

斯

竹

州

中

嵯

郡

親

音

在

の

所

即

ち

卓

越

夙

向

主

要

観

察

争

項

と

養

渚

に

於

け

る

砂

丘

庵

砂

地

ば

周

国

八
里
余

g

過

ぎ

な

い

海

岸

線

の

約

八

分

之

砂

丘（
か
呵
竹
州

中

遜

郡

1-

廻

翰ヽ
三

芭I

ヽの

六

月

二

十

日

ら

ぬ

ガ

あ

ら

、

7
.
Y
結

ん

だ

．

過

程単

環

砂

丘

に

就

い

て

庄

司

久

差

-25"-



ゞ

あ

る

り

中

の

2

メ
ッ
キ
ン
グ
日

を
＂
用
、
し
て
紹
愕
を
、
試
み
、

本

都

市

景

親

の

縞

蝶

に

よ

る

て

争

を

心

•
C
4
さ
＆
？
ゞ
ぐ
の
言
や
、ま

た

本

砂

丘

印

ち

小

川

吟

の

作

用

に

依

る

も

の

で

な

い

か

、

ま

た

碑

噌

c’

崖
、

冬

名

怨

為

店

断

い

て

扁

る

の

で

は

な

sl
か
と
の
疑
届
を
逆
ベ
ク
一
，
沢
に
至
直
砂
丘
列
よ
リ
．
内
隆
渕
て
あ
ろ
乎
行
砂

岳
鋸
釈
．
と
し
て
光
づ
汀
滋
去
四
呼
<
非
ず
や
互
疑
商
を
述
ぺ
効
占
蝶
砂
号
最
仮

2
孤
孟
悶
B

姜
良
A

令
俎

の
緑
吠
砂
を
二
霞
各
す
石
結
点
即
ち

1
海
岸
ょ
り
逮
ぃ
箪

2
．
丘
唆
上
ビ
の
み
存
在
し
、
颯
2
惑
力
そ
疲
少
に
半
、
ふ
遮
吻
芯
勅
力
森

桑
な
る
地
奴
で
あ
る
こV)、
3

、
平
行
な
る
含
の
砂
江
ょ
リ
な
っ
ィ
‘
咀
ぢ
羞
・
多

3
｀
令
盆
ぞ
珈
~
物
畷
吠
砂
仁
の
形
怨
に
て
国
芝
吐
、
つ
れ
イ
ヽ
名
る
も
の

ぁ
る
条
に
威
い
て
の
べ
た
．
而
し
三
歩
逆
竺
‘
考
へ
れ
ば
本
砂
江
形
態
ば
｀
今
そ
ペ
ル
ハ
ン
型
砂
江
ガ
種
々
な
を
初
怨
百
改
な
い
か
ツ
J

納
9

そ
晃
ぞ

S
岱
．
＆
応

8
さ
＆
＄
や
文
亙

l
 

嘗

絵

父

ば

．
5
．

p
g食
＄
唸

一
為
冷
＄
§
ふ
ぶ
ト
ビ
ぃ
忍
念
＆
＄
ゃ
象
さ
；
母
ト

§rふ
ぎ
じ
ゃ
さ
f

れ
々
11
此

の

十

数

頁

の

中

に

、

地

理

吟

大

象

こ

J

し

て

の

統

祟

の

外

に

、

異

図

人

ど

S

ぐぷ、心に

斑

ぃ

の

特

程

な

る

の

説

或

は

て``

入ミ

‘
e、合‘

小

咎

示

田

及

び

格

土

彦
1

水

の

作

用

氏
：
冷
§
ト

る

泡

岸

よ

り

或

距

離

の

所

に

移

動

砂

丘

が

発

．違
、

の

逆

風

向

砂

丘

鋭

砕

ニ

占
k

t

｀
し
て
、の

丘

峻

の

．妥

出

ヽ

ヽ

而
、
し
て

6

邊

に

渡

妖

砂

丘

を

形

成

す

る

砂

丘

生

成

過

程

な

る

主

建

の

下

に

、

垂

直

砂

丘

が

Jゞ

Jレ

ハ

ン

型

砂

、

江

の

結

合

に

よ

リ

な

る

争

‘

る

争

此

質

の

軟

裾

な

る

争

に

よ

り

砂

丘

形

成

ぅ

各

営

な

る

と

座

ベ

131
と

、

し

て

砂

粒

及

び

る

）
争
を
七
ひ
、

潮

流

沿

岸

流

遠

沿

泡

洋

即

ち

上

昇

海

岸

て

あ

る

争

、

河

川

の

氾

濫

太

な

--2f_.--



場

合

rt
街

珍

刹

に

急

じ`

て

四
宅
地
割

ニ

達

あ

る

c

琢

祁
'11
不
規
則
型
で
あ
る
。
）

整

然

た

る

形

態

と

涼

h
.

碁

盤

創

地

邑

に

於

・

る

者

と

、

又一

臼

水

水

平

的

に

11
河
．
流
。

テ

ハ

古

キ

内

郡

モ

銃

然

ら

が

る

浩

y

で
あ
る
。

堀
割
を
、
左
．
石
す
る
．

一
碁
盤

前

者

の

例
、
大
阪

制

約

を

受

け

る

。

＾ 柏l

ヘ

ば

紺

枝

荻

壊

谷

中

に

発

展

を

餘

議

な

く

せ

＇

し

め

ら

れ

る

横

浜

の

周

模
｀
し
て
具
｝
盤
剃
水
多
い

之

は

新

進

的

て

は

な

く

計

劇

的

建

設

ず

あ

る

c

然

し`

夫

ば

地

形

の

災

を

契

楓

y
，

し

て

西

洋

風

の

建

祟

が

増

加

｀

し

て

朱

た

。

叩

街

路

割

久

梵

倦

禾

の

京

都

型

を

鼻
ジ
テ
斗
｀
ル
。
）

卓

⑧

市

街

の

特

殊

泉

相

成
址
景
観
．

（
威
，
寺
暁
・
人
見
ヽ

m
久
辛

⑩

歎

座

大

名

•ヘ

全

ク

ス

ベ

t
 

テ

ノ

J

I

威

地

）ヽ

払

I

見

ク

者

八

今

巳

ヂ

ハ

兵

営

弔
が
多
い
か
ら
ノ
グ
、
あ
る
。

un
成
下
町
．

土

地

の

小

崎

起

都

に

都

市

の

発

生

ビ

る

芍

例

で

．

あ

る

。

発

達

史

（
丘
陵
・

河
流
•
海
洋
線
こ

徴

地

形

に

よ

ク

て

郵

市

―

些

域

の

決

定

さ

れ

る

争

多

い

c

之

1-;t 

④

衆

烙

の

行

政

階

級

・
（
市
・
町
・
村
）

⑤

統

市

の

地

彩

的

位

置

ゆ

都

威

の

地

形

e

し
く
頬
型
化
＇
＞
て
居
り
、

外

国

祁

市

(

又

都

市

y
村

洛

と

の

泉

幌

上

の

差

艮

11
期

確

で

は

な

＞

。

の

邪

市

の
祁
市
地
理
序
説
，

②

臼

水

都

市

の

牲

担

初J

ヘ
I・ か＇

ド
,{ 

ツ

・ヽ

上

内

容

を

令

剖

，

レ

線

経

を

附

、

＞

て

郡

載

す

る

。

（

足

條

名

は

原

久

の

3
し

の

所

、
し
て
の
夫
に
よ
ク

て、

故
へ
ら
れ
る
所
タ
タ
ざ
セ
思
．
ふ
＇

に

較

べ

て

着

以
下
之
を
要
約
す
ら
に
虎
ヽ
し
、
一
ぼ
｀
宜
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ニ
・
一
＿
一
の
都
市
は
そ
の
支
配
的
経
洛
既
構
に
よ
ク
て

名

有

る

者

が

あ

る

郡

市

就

中

港

浩

都

市

て

Ii
、

）
が
あ
る
。

大

き

く

、

廣

ぃ

運

勧

場

を

ど

も

な

ふ

。

約

吋

や

嵌

楽

卿

は

全

街

略

に

巌

布

さ

れ

ず

曰
・
ホ
の

多

く

の

工

場

の

規

模

ば

小

ざ

い

c

小
戌

J

狡

は

多

く

都

市

の

周

的

に

あ

り

、

校

含

が

日

立

ク

て

置
す
る
＂

近

代

工

場

は

大

都

市

同

咎

都

に

圃

＜

祟

ま

る

が

； 
の

大

工

業

の

丈

を

除

い

て

裔

店

ぱ

租

連

冷

、

し

て

店

先

は

街

略

に

向

つ

て

剃

放

さ

れ

る

0

て

4
P

過

去

如

キ

大

ナ

ル

続

応

投

儀

（冷ゃと）

に
は
市
民
を
匂
由
に
近
＂
つ
け
な
か
？
た
・

フ
訣
ク
’

に

ぃ

威

下

町

に

威

郭

は

あ

る

ぶ

、

丈

と

秦
西
都
市
）
た
エ
・
地

封

ス

ル

結

晶

核

（

さ

｀

＄

が

itJPさ

｀

ミ

）

デ

ハ

ア

ッ

ク

か

4
r
s
4や
忍
‘
mや
4
&
aぶ
‘

)

デ

八

恩

カ

ッ

ク

・

又

日

水

の

都

市

ぱ

締

地

い

た

。

咆

々

の

名

に

は

庭

セ

丹

ク

が

、

吉

原

（

遊

廓

の

食

昧

多

く

の

街

路

に

面

｀

し

て

位

（
窒
蘭
ー
る
炭

｀
定
ぶ
、
＼
や
も
さ
）
を
訣

。

並

水

路

・

散

歩

追

砕

々

ノ
麺

I

⑮

経

済

的

都

市

色

i

戌

日

水

の

市

街

11
径

済

的

核

心

を

峙

た

な

か

城

郭

ハ

都

市

ニ

交
易
會
合
所
(
:
$
＇
ふ

e
_

つ

た

．
 

一
反
、
ン
テ
培
、
ン
イ
現
象
デ
ア
ル
＇

ヽ
な

り

劇
テ,.

ァ
I} 

田

合

の

中

に

溶

餌

、
し
て
ゐ
る

外

部

か

却

ッ

テ

群

洛

デ

ア

ル

都

市

ふ
g

郭

の

魚

ぃ

争

は

ハ

ゲ

シ

4

国

内

ノ

戦

争

埃

渚

は

印

ち

都

市

外

縁

邸

t

て

不

視

則

な

群

烙
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争
・
ば

ぢ

芍

の

川

の

第

然
様
式
。
舗
烙
道
路

ぢ

湾

の

面

積

は

三

五

、

と

。

0

オ
粁
、

の

特

色

て`
あ
る
。

ピ
ロ
芍

の

河

川

に

就

て

'

名

湾

の

詰

七

月

一

日

（

臨

時

談

話

令

'--' 

而

・

し

て

此

，

等

の

河

川

が

息

流

性

な

る

争

は

策

で

術

る

面

積

で

百

の

川

を

有

ク

),j 

J:. 

健

の

要

Ja

追

て

地

理

論

萬

弟

七

経

に

発

表

の

競

足

3
 
侶
唸ヽ
)/&_ 

I-:. 

於

け

る

舌

口

岳

色

の

変

遷

米

倉

郎

吋

は

我

々

ば

台

、

り

古

、

代

日

本

の

苓

を

想

俄

ヽ

し

埓

る

の

で

あ

る

c

困

x
，

し

た

公

困

・

歴

史

的

託

念

物

が

あ

る

所

に

か

の

浪

，

レ

い

衣

服

。

風

硲

砕

を

眼

に

す

る

和

に

感

ず

る

。

か

の

人

力

亜

'rt
既

に

少

く

な

ク

た

。

さ

あ

れ

、

周

囲

の

廣

玖

は

別

x
、
し
て
森

c

西

洋

同

呼

の

交

逍

幾

肉

（

自

動

車

）

等

々

が

相

並

列

、

＞

て

甚

に

ぷ

哉

（

結

び

・

日

水

都

市

11
次
第
に
改
化
＇
し
ク
し
あ
る
＇

港
。

鈍
う
ー
澳
港
。

甲

府

ー

絹

絨

集

散

・

横

須

俣

ー

箪

港

）
大

都

市

の

現

景

ば

、

混

合

さ

れ

た

建

- zq — 



度

ぶ

透

ふ

共
他

河

川

全

長

泡

坂

否

米

迫

を

河

9

か

ら

計

る

と

、

溶
岐
0
¥
-
0
0

糸
迫
の
延
長

ぢ

坊

の

河

11111
尚

四

五`

の

呼

色

が

あ

る

5
1
1
句

鉦

て

あ

る

．

急

咬

い

て

内

地

Y

は

程

斯

る

多

量

の

而

を

容

れ

る

川

は

急

勾

訊

よ

り

平

野

に

出

で

丸

流

｀

レ

、

破

壌

ヵ

ぷ

非

常

に

大

い

。

鈴

が

あ

る

。

函

期

L-li
紬

烈

各
升

6
c

q
ド

（
一

ぢ

濤

で

は

山

磨

地

哨

ば

a
平
均
六
。

0

粍

絡
F

る
。

湖

水

て

は

な

い

）

Y
 
い

ふ

所

が

あ

る

か

、

4
 

ヽ

こ

し

て

ー

日p 

。

大

外

五

、
0

瑚

け

佳

地

の

意

‘

三

三

粍

の

雨

が

降

っ

t-:: 

釈；

而

、

レ

て

降

水

珀

期

は

過

、

し

て

ゐ

る

。

阿

里

山

に

＊

異

起

瑚

（

善

ば

シ

ャ

ベ

ル

て

は

第

ぜ

あ

ら

う

）

．

阿

里

山

11
六
、
0

Q
 

0

粍
‘

0

0

耗

以

上

の

底

は

少

く

な

い

・

令

す

る

ヱ

多

い

の

＂

て

あ

る

。

即

ち

、

火

焼

崇

で

は

年

平

均

函

量

ば

八

、

四

0

七

桓

に

雨

量

は

非

常

ヒ

多

い

。

年

平

均

両

量

は

二

、
五

0

0

粍
ぜ
ヽ

こ

れ

は

此

―

ー

程

多

く

ば

な

い

が

細

更

に

又

ッ

ロ

湧

全

面

積

の

七

五

村

色

ず

あ

る

。

走

る

中

央

山

胎

松

あ

る

・

に
表
く
、

％

t
山

池

々

椿

で

、

此

争

も

息

流

を

而

も

ぢ

清

の

ク

く

る

原

因

y
な

る

．

に

束

曲

の

略

員

の

短

い

争

Ii
流

或

面

孜

が

狭

い

争

Y

な
り
、

延

し‘

て

Ii
多

数

の

川

を

ク

く

る

‘

地

形

は

南

北

束

西

に

短

い

従

て

流

路

の

延

長

ば

短

い

従

て

急

激

と

な

る

。

従

て

之

れ

を

分

水

界

y

，

し

て

損

谷

が

生

じ

て

ゐ

る

。

lII
の

受

け

る

影

窄

は

主

と

＇

レ

て

地

形

と

曲

著

Y

て

あ

る

（

函

承

ヒ

於 次 更

ぢ

湾

に

は

南

北

に

-30-



渓

・

淡

水

河

の

や

き

Ii
八

c

11
れ

る

吉

野

川

の

五

゜

降

り

万`

ィ固

固

で

あ

る

。

、4

万 （

毎

秒

而

も

吉

野

川

の

流

；

戌

面

積

は

三

、

六

五

0

米

に

登

る

故

更

に

勾

配

ず

は

急

い

て

あ

る

c

一

立

オ

吠

の

水

量

が

河

川

11
急

に

平

野

に

出

る

．

従

て

釆

水

量

は

大

で

ィ固

'--' 

寸．し`
｀

に

g

内

地

に

於

。

す

粁

に

ぢ

漬

：

て

は

喝

水

て

洪

水

量

最

大

Y

‘‘ 

日

の

地

震
i

の

為

に

破

壌

さ

れ

た

の

で

あ

る

e

⑤

洪

水

量

の

大

な

る

争

。

多

量

の

両

水

急

激

に

従

?
.
]10

南

州

に

於

て

は

石

が

な

く

石

造

の

森

な

出

未

ず

、

泥

土

ぜ

象

セ

造

リ

、

）

れ

が

先

，
 

が

あ

る

。

山

rt
粘

板

名

で

風

化

、し
g.9

い
’

此

癖

は

急

に

碩

斜

の

度

化

す

る

附

近

に

堆

積

す

る

．

急ヽ
に
一
-

-

0

0

即

ち

②

勾

玩

の

変

化

大

な

る

特

色

利

オ表

IJ! 
Ji 

。

粁

で

あ

る

．

斯

様

に
l

口

活

の

河

川

li
急

流

で

あ

る

が

。

災

で

六

粁

、
し
か
な
＞

．

，
 

内

地

ず

は

河

口

よ

り

浩

棧

0
0

米
~
坦
の
河
川
延
吾
1
1
九
0

奸
で

五
Q

粁
以
上
の
も
の
は
―
―
―

束

岸

｛

宜

蘭

渇

水

漢

0

米

以

上

西
洋

渇

水

渓

下

淡

水

渓

淡

水

河

つ
、
し
か
な
く

曽
父
渓
（
レ
0

南

州

）

六
七

セ▲

他

は

昔

五

゜

゜
五

六

。
“ ” 

三

二

粁

粁

以

下

て

あ

る

c

二 四 五 ’‘ 
二

゜
五

五 二

I/ II 牙干

は

佐

喘

な

の

は

知

水
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農

業

其

他

り

ゥ

湾

父

化

に

大

J.Jノ‘ かヽ．、

ヽ

淳

士

の

先

見

上

を

症
9

出
｀
レ

、

＞

に

貢

献

・

し

て

ゐ

る

。

竪

棧

累

11
岩

湾

の

童

零

｀

な

る

座

素

x
な

の

明

に

よ

リ

ぢ
湾
一
ゲ

J

は

現

在

オ衣

日

本

っ
た
。

ビ

ー

ト

棺

X
ば

久

而

｀

し

て

餃

碓

會

社

は

放

育

‘

の

砂

疱

消

費

量

一

グ
9

崎

の

甘

庶

伶

)

五
キ
ハ

0

。

が

非
常
な
発
達
↓
と
鳥
｀
し
て
ゐ
る
＇

ぢ

湾

の

製

姥

祟

を

確

立

＇

し

た

ー

の

は

桁

渡

辺

涛

士

て

あ

るデ
ク
ル

で

培

ぢ

湾

の

窟

娩

茅

に

就

て

1

]

ゥ

湾

魃

棺

祟

は

創

始

以

来

未

だ

三

十

五

年

を

経

た

の

み

で

あ

る

y
め

て

原

い

の

＂

て

他

の

義

會

に

歳

り

度

い

。

川

の

特

色

て

、

『

]

れ

が

人

久

上

影

窄

す

る

か

は

多

い

ど

思

ふ

が

こ

れ

に

つ

い

て

11
禾

だ

ま

工
争
の
困
姥
、
—
殊
に
急
流
郡
は
手
か
殆
ど
ク
け
り
れ
な
い

あ
る
。

い、

｀
 以
上

ぶ

ぢ

淡

ブ

河

河

中

を

走

る

叶

期

ぶ

あ

る

。

其

他

の

行

色

ヱ

、

し

て

尚

ほ

⑥

土

砂

の

流

佑

水

多

い

ぐ

叩

改

修

を

有

す

る

．

に

み

ら

れ

ぬ

乱

流

ぷ

リ

で

あ

る

．

従

て

橋

か

掛

け

ら

れ

な

兄

台

動

車

が

量

水

貪

茄

ぜ

、

ぢ

汚

河

JII
は

航

の

便

な

く

又

邊

漑

上

．

底

好

で

な

い

151
ば

乱

流

す

る

料

色

位

で

あ

る

。

こ

れ

は

流

域

面

積

の

欣

い

争

、

称

林

が

よ

く

な

い

争

に

起

円

す

る

。

絵

て

平

水

る

争

ぐ

あ

る

。

、

し

流

域

面

禎

水

狭

い

特

色

を

有

・

し

て

ゐ

る

。

針
、
し

内

地 内
地
い
て
は

三

0

0

倍

位

ぞ

あ

る

が

グ
ロ
浅
‘
"
て
は
よ
く
判
，
ク
ぬ
か

喝
水
渓
・
淡
水
河

1
1
W
o
o
o

オ
粁
・
し
か
魚
~
い
。

0゚

0

倍

中

の

特

色

ぱ

洪

水

量

x
喝

水

量

ど

の

差

の

大

な

斯

く

グ

ロ

冷

の

河

川

d
洪

水

量

に

街

- 32. — 



”京

y
云

へ

る

ぢ

溝

袴

業

盛

大

の

原

R

は

尚

二

、

三

あ

る

。

＿
臼
五
万
噸‘

愚
資
よ
~
ニ
億
五
千
萬
‘
円

弟

は

原

料

で

あ

る

。

投
贄
額
は
一
一
一
億
五
千
尾
円
¥
J

ピ
ゥ
潰
、
の
甘

白

水

有

数

の

大

工

現

在

烈

粒

合

社

は

ぢ

湾

に

゜ヽ

工

場

数

は

四

七

南

部

に

多

い

．

甘

徳

の

圧

縮

能

力

は

る

魚

困

＂て

あ

る

・

乃
索

l

が

碍

ら

れ

な

い

か

，

り

で

あ

る

0

）
れ

＇
い
名
湾
楳
精
来
を
今
日
あ
ら
、
し
め
た

つ

の

犬

な

＞
 
い
ふ

Y

そ

の

晨

ひ

は

な

い

。

一

峙

の

利

益

の

た

め

斯

る

争

て

農

民

を

粋

取

す

る

争

は

な

い

か

に

搾

取

す

れ

ば

農

ご

巴

ri
疲

弊

．し、

永

久

故

令
心
＇

レ

て

土

地

改

役

絶

殺

が

11
て
｀
）
し
埓
る
・

品
の
庭
入
刀
が
呪
ず
出
未
る
利
益
が
あ
る
．
而

．
し
て
逗
域
内
の
甘
推

~
I
i咲
ず
含
社
の
手
に
入
る

外
に
甘
庶
を
去
〖
る
争
が
出
朱
ぬ
'

j

れ

け

原

料

の

各

足

の

利

益

か

あ

り

、

農

氏

は

ホ

そ

の

生

社

は

此

の

一

邑

域

内

の

せ

原

の

み

＇

し

か

用

ひ

，

り

れ

ず

、

此

許

可

を

杵

れ

ば

、

の

遥

域

内

の

息

丈

は

又

そ

の

含

社

以

可

を

碍

る

外

要

が

あ

り

絃

創

的

に

甘

庶

揺

坂

―

邑

‘俄
が
次
め
＇
ヮ
れ
る
。

會

の

岱

大

ば

そ

の

袈

粒

玖

策

に

よ

る

所

が

大

ぜ

あ

る

c

綬

榜

含

社

を

ク

く

る

に

11
撚

督

府

の

氣

す
る
砂
粒
暑
＿
ぱ
一
-

-

0

0

万

瑳
9

ぞ
、

j

れ
だ
け
余
る
わ
け
ぞ
あ
る
~
斯
く
の
如
き
ピ

9

湾
懇
堆
素

態

棺

祟

ぱ

せ

界

第

五

位

の

地

位

を

点

？

行

す

る

取

前

は

半

々

で

あ

っ

た

が

現

在

は

前

危

に

至

っ

た

・

後
危

臼

水

て

Ii
ぢ

溶

以

外

の

土

此

ず

産

VJ

割

合

x
な

ク

た

r

而
＇
し
て
も
湾
の
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以

上

の

原

因

に

よ

り

ぢ

湾

の

袴

業

ぱ

今

日

の

盛

大

を

招

め

た

の

で

あ

る

ク

て

原

料

費

は

高

い

阜

x
な

る

j

れ
は
農
ぃ
氏
ど
、
宮

l

ま

・し
2

い

た

の

て

あ

る

小

率
＇
い

然

ら

ば

将

来

て

は

製

糖

業

を

盛

な

ら

、

し

の

甘

底

貝

上

條

件

Ii
息

天

が

甘

簾

を

ク

く

つ

て

も

引

さ

合

ふ

丈

け

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

．従

ら

な

い

の

ず

あ

る

が

農

夫

が

甘

庶

セ

栽

培

す

る

や

含

や

は

政

府

て

命

令

せ

ぬ

．

従

て

含

社

向

毬

で

あ

る

。

七

五

％

）

ぢ

溝

程

能

率

の

よ

い

の

は

な

い

。

九

ニ

・

一

八

％

の

紘

令

を

吸

収

、し

て

ゐ

る

。

ヘ
Jヽ

ゥ

イ

ぜ

は

八

九

・

七

八

％

ジ

ャ

パ

ぐ

は

八

六

の

エ

坊

施

設

ぐ

外

醗

UJ

磯
械
の
翰
入
＂
て
あ
る
が

、

ぶ

足

の

も

の

は

も

ク

Y
育
月
成
を
付
ク
媒
疇

L

、

レ

て

ゐ

る

争

で

あ

る

，

第

三

は

含

社

あ
ら
、
し
め
た
の
い
て
あ
る
。
ふ
和

に

は

レ

フ

兌
所
ず
育
月
威
さ
れ
た
＇

を

、し

ら

べ

、

レ

ク

ト

メ

ー

タ

ー

を

用

ひ

、

甘

庶

の

粒

分

の

憑

度

郡

分

的

に

改

役

、

し

、

甘

庶

内

の

糖

分

の

又

品

賃

も

桂

好

ぐ

あ

る

。

隼

”

四

に

Ii
生

産

費

の

先

述

の

や

く

農

矢

は

そ

の

甘

底

を

そ

の

偽

す

る

逼

成

の

會

社

に

青

，

ク

ね

中

な

斯

く

債

衷

品

種

を

偉

々

求

め

ね

ば

な

ら

ぬ

争

が

レ

ロ

湾

燒

素

の

現

在

を

に

べ

る

べ

fl
品

種

を

隣

＿

叱

に

な

ク

て

求

め

分

が

成

じ

駄

目

x
な
る
．

屎

ば

僑

i
5
品
（

七

二

来

年

が

最

高

眼

で

五

P

J゚
 

幸
ひ
最
近

F
・
-
0
八

'c 

‘‘ Aヽ
の

ぶ

]
0

汚

塘

紫

研

禾

々

年

に

は

品

質

｀

が

烙

ち

る

。

て

あ

る

が

そ

れ

で

是

れ

]

れ

も

土

・

六

年

後

に

は

告

虫

の

烏

練
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一
浦

信
雄
｀
廣
瀕
＇
消
意

中

野

竹

四

郎

(fl 

中

得

、

岩

格

係

重

田

中

今

作

、
藤

田

元
呑

小
牧
倉
〖
絃

6

松
本
・

出

席

危

は

左

の

通

り

涛

常

枚

，

唄

ー

に

必

て

も

第

二

回

地

理

嘩

談

昭

和

九

年

，

ヤ

一

月

二

十

四

8

教

喧

維

記

（

欠

責

記

者

）

現

在

ぐ

も

稔

廂

よ

り

衷

造

し

て

ゐ

る

が

、

J

れ

は

水

分

が

多

い

の

ゲ

ヽ

将

来

は

水

分

の

少

い

出

11
函
紐
’
で
あ
る
。

そ

こ

ぜ

レ

ロ

湾

ゼ

は

砂

捨

か

＇

ク

ア

ル

コ

ー

ル

を

忽

差

す

る

争

を

研

克

、

レ

、

ク

は

買

li.9
様

に

、

し

て

ゐ

る

’

其

他

の

圏

々

も

給

入

薄

壁

を

設

げ

て

ゐ

る

の

で

砂

桂

の

翰

ぼ

,J/c, 

何． 
統

述

の

如

く

現

在

も

湾

の

砂

雑

生

産

額

は

一

今

後

こ

れ

以

上

を

噌

加

す

る

と

す

れ

ば

給

f

出

せ

ね

ば

な

り

な

い

．

こ

ろ

を

み

ら

と

』

ァ
JV

フ

ー

ル

セ

砂

．

栢

よ

り

追

，

？

？

ど

努

力

、

レ

て

ゐ

る

y

こ

ろ

で

あ

る

。

父

李

邪

各

叶

研

先

合

第

一

回

瑯

合

大

會

剃

倦

さ

る

。

話

含

大

舎

を

行

ふ

＂

謡

漠

舎

に

先

立

ち

｀

楽

友

含

館

に

午

餐

を

共

に

、

し

記

念

撮

影

を

な

t

頷

渓

舎

rl
来

合

老

多

数

に

、

＞

て

生

前

の

盛

合

な

り

n

木

田

喜

久

磁

先
グ
痛
洲
い
て
あ
る
ぶ

併

、

し

北

消

で

は

砂

粒

が

出

来

る

・

支

那

も

外

酋

か

せ

界

て

砂

糖

の

泌

要

な

Y

五
。
。
ー
ニ
ハ
c

。
万
栂
ゲ

j

あ

る

。
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昭

和

十

年

四

月

卒

業

式

地

理

専

攻

学

生

九

名

目

出

度

年

業

紹
が
十
年
三
月
一
二
十

a

水

年

度

卒

業

生

豫

餞

含

を

西

石

垣

四

條

下

鳥

岩

楼

に

て

閲

く

。

昭

和

十

年

一

月

十

九

日

以

上

惑

計

外

I<: 
ヽ

小
川
琢
屯
光
生
誓
呼
向
＇
臨
席

土

田

英

史

｀

谷

渕

亮

‘
薮

内

表
谷
部
硯
史
、

山

口

平

四

郎

、

拾

亀

、
御
ナ
梵
幸
一
、

五

二

名

村

水

達

郎

、

野

raj

三

郎
ヽ

尚

彦

根

高

尚

出

身

杖

山

桓

士

氏

出

席

庄

司

久

去

J

別

技

蔦

彦

伊

藤

紛

作

山

崎

村

井

敏

街

、

頑

絲

賢

西

要
旦
、

村

上

次

男

｀

喀

川

善
造
．

ぇち

、
4
 

峨
田

成

堆

野

田

正
幸
｀

衣

川

芳

太

郎

｀

氷

倉

一
郎

、

咲

井

得

小
せ
6

8

近

籐

忍

、

内

田

今
雄

西

111

秦

水

村

盆
心
泡

．

紳

免

明

正

、

号
彦

朝

永

陽

二

郎

、

兼

令

役

各

絡

鉤

中

江

健

、

角

田

父

衛

．

平

山

敏

次

郎

、

和

8

島

之

丈

．

噌

田

忠

雄

、

洗

水

貞

松

井

武

敏

、

俊

渡

辺

久

碓

-3b-



石

塙

放

疫

爽

習 4ヽ

牧

助

放紋

授投
'-— 4 

石

橋

内

外

地

禁

渓

晋

池

理

洋

呉

菅

渡

香 春

水

講

師

地
形
生
チ

小
舒
~
講
師

小

牧

珀

赦

授

石

嬌

放

棧

特
殊
絹
義
~

中
村
（
析
）
紋
投

小

牧

助

紋

授

石

橋

牧

授

水

年

度

結

義

題

昔
遠
講
義

地

動

差
J

地

哉

舜

の

結

向

魃

水

上

交

通

地

理

匂

然

地

理

冷

綾

説

同

右
人

欠

地

理

犀

概

説

（

麻

↑

一

部

）

目

（

第

二

部

）

-311-



火
山

の

東

麓

セ

廻

つ

て

、

甲
府
に
達
す
・

二

十

二

日

御

坂

峠

を

越

へ

表

野

を

経

て

野

尻

瑚

更

に

沓

掛

星

野

温

泉

に

治

る

'

に

登

り

火

山

北

形

を

見

‘

日

水

ア

ル

プ

ス

を

大

戟

す

-+＇ 

臼
佐
久
平
セ
南
~
下
、

河

口

朔

山

中

深

を

見

松

水

浴

肉

温

泉

0

白

る

_
4
.
/
 

峠

（

千

八

百

水

）

を

越

へ

て

梓

川

畔

中

湯

ピ

出

で

、

上

古

呵

地

温

泉

ピ

危

泊

春

期

研

究

始

行

出

発

、

兎

輝

高

山

よ

り

平

湯

峠

を

経

て

平

湯

五

月

十

七

e

後
円
山
公
約
｝
内
平
野
底
プ
に
て

一
ゃ
稀
渇
士
墜
得
託
念
争
業
に
就

T]
一

近

晟

地

す

在

住

卒

業

生

の

相

談

舎

，

と

向

く

、

一
同
合
食
．

五

月

十

a
 

街

入

含

員

歓

迎

舎

を

河

―

保

一

：

一

條

上

ル

烏

初

ビ

て

刷

硝

す

：

祁

和

十

年

四

月

二

十

9

9

宮

崎

助

赦

授

支

那

地

理

書

講

績

小

牧

助

数

授

講

讀

、)
8
)
 

ph.a§{ 

o
t
[
O

芯
‘8さ
、

G~off 

r
令ゃ
2

心

L
-
ざ
さ

r
:
r
r
さ

e
泊

十

J

ヶ
缶

-
+
6
 

Kt[
i
t. 

十

九

臼

焼

缶

ヘ

曰

西

中

、

中

尾

協

議

終

了

-38-



に

祭

絹

さ

れ

た

り

・

す

七

月

一

日

六

月

ニ

ナ

・9
8

五

月

二

十

九

臼

五
月
三
十
一

臼

石

嬌

淳

士

径

僭

記

念

含

発

起

人

依

頻

吠

火

ぺ

送

．

石

矯

博

士

遷

魯

詑

念

含

矩

急

書

の

発

送

を

了

る

。

春

水

講

師

地

形

学

試

絵

絶

行

・

尚

四

條

寺

町

菊

水

館

に

於

て

同

絹

師

の

送

別

晩

蟄

舎

を

倍

同

哨

師

は

地

質

舜

枚

登

の

発

戚

を

辞

せ

ら

れ

今

回

九

州

戸

畑

の

明

洛

績

業

株

式

含

社

六

月

十

8
 

地

理

李

研

究

空

の

名

義

を

以

て

梧

笞

口

座

に

加

入

す

大

阪

五

七

0

四
七
番
に
沃
，
足
す
c

石

福

淳

士

遷

晉

記

念

争

業

に

向

、

し

史

舜

科

炭

員

協

議

含

を

引

く

。

て

御

殿

場

に

出

グ

帰
骨
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川

上

健

三

氏

七

月

放

窒

に

禾

訪

さ

る

。

渡

辺

茂

巌

久

＠

月

に

結

唸

六

月

枚

壁

に

来

坊

3

る
。

峨
8

武

碓

氏

四

月

よ

II
肉
西
沿
暁
鳥
:
南
都
構
師
を
兼
＇
ほ

3

る
。

港

走

糸

洛

三

郎

氏

六

月

放

登

に

未

訪

↓

l

る
＇

営

紋

喧

に

於

て

主

y
．
し
て

小

牧

資

繁

助

放

授

は

四

月

よ

り

立

命

館

専

門

部

妃

丞

科

に

於

て

地

理

特

論

を

｀

氏

ば

蛇

理

冷

、

発

達

史

を

増

営

さ

る

。

太

田

喜

久

碓

氏

五

月

に

結

婚

さ

る

。

表

谷

川

寛

洛

氏

三

月

に

結

婚

さ

る

．

値

氏

地

理

に

就

さ

御

研

兌

中

で

あ

る

e

田

中

秀

作

氏

は

四

月

よ

り

十

月

ま

で

内

地

磐

学

を

命

と

ら

れ

、

中

野

竹

四

祁

氏

は

立

放

大

学

紋

授

に

祭

埠

せ

｀

り

る

．

ら
る
し
＇
筈
で
あ
る
・

含

表

石

嬌

五

郎

放

後

は

其

の

後

の

廷

過

御

衣

好

_＿
＿ 

舎

員

消

怠

岩

根

保

重

未

春

一

月

に

ば

目

出

度

く

選

僭

に

違

辻

-4o-



梁

命

悉

の

六

氏

で

あ

る

c

水
年
度
新
入
舎
負
は
＇
衣

JII
芳

太

郎

．

塩

晃

正

杉

村

正

洛

郎

、

小

田

内

通

敏

氏

四

月

赦

空

に

未

訪

さ

る

＇

薮
内
矛
彦
氏
＇
は
ホ
郡
市
立
尚
務
骨
校
枚
諭
に
狂
命
、
ゴ
る
・

村

水

達

郎

，

氏

は

獨

逸

園

立

貌

光

局

El
ホ

出

殆

所

と

勤

務

さ

る

．

中
江
健
、

向

ナ

柴

幸

一

氏

用

心

社

大

舜

棗

科

講

師

恙

同

応

社

中

嘩

牧

給

に

任

命

さ

る
e

和

田

俊

西
川
奈
一
氏
村
~
上
高
七
放
綸
に
赴
狂
、

七

月

放

窒

に

未

坊

さ

る

c

土

面

英

史

、

卿
ナ
柴
幸
一
、

土

8

英

丈

氏

新

発

田

尚

業

放

諭

に

赴

ぼ

さ

る

・

西
川
榮
一
、

村
本
逹
郎
、

蜘

内

芳

彦

の

九

氏

て

あ

る

。

會
員
に
＇
し
て
水
年
度
の
卒
業
生
は

荒

木

表

信

、

伸

子

俊

近

篠

忠

氏

原

オ

文

化

学

院

京

都

研

梵

所

助

手

を

頒

託

さ

る

日

下

卓

敏

叙

昨

年

十

二

月

に

結

磐

さ

る

大

倫

英

男

氏

昨

年

十

月

近

衛

歩

兵

第

二

珊

隙

に

入

壱

さ

る

辻

田

右

左

男

氏

二

月

に

地

理

成

績

仕

衷

證

明

書

を

下

附

さ

る

小
禁
田
亮

谷
渕
梅
亀
、
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兄

才

在

住

先

輩

の

通

信

が

あ

り

ま

せ

ん

の

で

孜

喧

の

争

の

御

殺

告

に

終

っ

た

感

が

あ

り

ま

屯

七
‘

編

輯

後

記

六

舎
員
消
息

五

も

結

塔

で

す

か

ら

御

奇

穐

を

類

ひ

ま

す

。

談

詰

含

銀

告

要

旨

（

チ

与

以

内

）

靱

告

（

池

す

在

住

含

員

の

為

に

）

維
欠
（
犯
行
託
．
桔
＇
葦
・
惑
想
等
）

欠

献

紹

介

（

千

与

以

内

）

桂
々
曲
意
晃
、

（
千
五
一
白
立
以
内
）

二
、
三
．
四
．
の
何
れ
の
椒
ゲ
｀

致

室

箱

詑

（

救

，

哩

曰

哉

・

談

話

舎

8

菰

・

放

喧

維

詑

を

含

む

）

四

（
千
、
弓
以
内
）

水

年

度

か

ら

談

話

含

報

の

内

容

を

次

の

や

く

決

定

致

｀

し

ま

、

し

た

鼻

な
も
の
に
致
、
し
度
い

y
店
、
じ
ま
す
、

水

号

も

ホ

溝

足

な

結

果

を

科

ら

れ

ま

せ

ん

で

、

し

た

“

御
希
望
セ
戴
い
て
完
全

會

殺

第

二

琥

の

発

行

が

大

変

達

れ

ま

、

し

て

申

謀

あ

り

ま

せ

ん

・

―
―
―
―
―
―
 

後

記

崎

輯

希

が

叙

力

の

た

め

に

-42-



姥

和

千

年

七

月

暑

中

林

暇

の

収

績

を

救

話
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